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1 設定
{(Xi, Yi)}m

i=1を独立なR
p ×{0, 1}値の確率変数とし，Xiの周辺分布は F (dx)，Yiの条件

付き分布は二項回帰モデル

P (Yi = 1 | Xi, am, bm) = G(am + b′mXi), (am, bm) ∈ R × R
p, i ∈ {1, · · · ,m}, (1)

に従うとする．ただしGは R上の累積分布関数である．逆関数G−1はリンク関数である．
ここでは真のパラメータ (am, bm)がサンプルサイズmに依存し，mが増大するとともに

式 (1)の確率が 0に近づく状況を考える．その極限を不均衡極限ということにする．

2 主結果
極値理論によれば，多くの分布関数Gは次の仮定を満たす（[3], Theorem 1.1.2, 1.1.3）．

仮定 ある実数 qと数列 cm ∈ R，dm > 0が存在して，任意の z ∈ Rに対して

G(cm + dmz) =
1
m

expq(z) + o(m−1), m → ∞,

が成り立つ．ただし expq(z) = max(1 + (1 − q)z, 0)1/(1−q)（q �= 1），exp1(z) = ez とする．

この仮定の下で，二項回帰モデルの不均衡極限は次のようになる（[7]）．

定理 真のパラメータが am = cm + dmα，bm = dmβ，(α, β) ∈ R×R
p，で与えられるとき，

集合 {Xi | 1 ≤ i ≤ m, Yi = 1}はm → ∞の下でポアソン点過程に分布収束し，その強度は
λ(dx) = expq(α + β′x)F (dx), x ∈ R

p, (2)

となる．

式 (2)を変形指数型分布族またはアルファ分布族（アルファ= 2q − 1）という（[5], [1]）．

例 G−1 が logit，probit，complementary log-logリンクの場合は q = 1である（[2], [6],
[8]）．また，Gがコーシー分布の場合は q = 2，一様分布の場合は q = 0である．

例 t-logistic回帰は G(z) = expt(z − γt(z))，
∑

y∈{0,1} expt(yz − γt(z)) = 1で定義される
（[4]）．この場合，q = max(t, 0)である．
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